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研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：健康・スポーツ科学・応用健康科学 
キーワード：喫煙・薬物乱用防止教育，ライフスキル教育 
 
１．研究計画の概要 
 青少年の喫煙，飲酒，薬物乱用は彼らの現
在および将来の健康や発達に重大な影響を
及ぼす。こうした行動は十代のうちに形成さ
れるため，行動変容に結び付く喫煙，飲酒，
薬物乱用防止教育の実施が学校教育に求め
られている。 
 本研究の目的は，国内外の研究によって，
青少年の喫煙，飲酒，薬物乱用などの危険行
動の形成と密接な関係があることが知られ
ているライフスキルに焦点を当てたプログ
ラムを開発し，その長期的効果を明らかにす
ることである。その目的を達成するために，
以下のような研究計画を立案した。 
（１）小学生を対象としたプログラム開発と
評価研究 
 広島県福山市の小学校４校と茨城県鉾田
市の小学校２校を対象校として，各地域の半
数の小学校をライフスキル教育プログラム
実施校（以下 LS 教育校），残りの半数の小
学校を対照校として設定する。そして，LS
教育校の５年生に対して２年間にわたって
小学校高学年用のプログラムを実施する。 
 プログラムの有効性に関する評価は，プロ
セス評価と影響評価から構成される。プロセ
ス評価として，授業毎に授業評価表を作成し，
学習内容や学習活動の意義および児童の授
業への参加意欲などについて授業直後に評
価するよう，授業担当者に依頼する。影響評
価としては，５年のプログラム実施前に事前
調査を実施し，毎年度の全ての授業が終了し
た年度末に，事前調査と同一の調査票を用い
て事後調査を実施する。なお，対照校におい
てもほぼ同時期に調査を実施する。主な質問
項目は，セルフエスティーム，社会的スキル，

ストレス対処スキル，意志決定スキル，目標
設定スキル，喫煙，飲酒，薬物乱用に関する
態度および行動とする。 
（２）中学生を対象としたプログラム開発と
評価研究 
 新潟県村上市の中学校２校と同県胎内市
の中学校２校を対象校として，各地域の半数
の中学校を LS 教育校，残りの半数の中学校
を対照校として設定する。そして，LS 教育
校の１年生に対して３年間にわたって中学
生用のプログラムを実施する。プロセス評価
と影響評価の実施計画は，小学校の場合に準
じる。 
 
２．研究の進捗状況 
（１）小学生を対象としたプログラム開発と
評価研究 
 研究者，学校長，教頭，一般教諭，養護教
諭，教育委員会指導主事などによって構成さ
れる共同研究プロジェクトを組織し，介入研
究に用いるプログラムを開発した。 
 小学校５年生用のプログラムは，全 11 時
間で構成され，個性の尊重に関わる内容（２
時間），対人関係スキルに関わる内容（５時
間），意志決定スキルに関わる内容（１時間），
ストレス対処スキルに関わる内容（２時間），
そして学校におけるボランティア活動（１時
間）からなっている。また小学校６年生用の
プログラムは，全 11 時間で構成され，個性
の尊重に関わる内容（１時間），対人関係ス
キルに関わる内容（４時間），意志決定スキ
ルに関わる内容（１時間），目標設定スキル
に関わる内容（４時間），そして地域におけ
るボランティア活動（１時間）からなってい
る。 
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 児童に対する質問紙調査は，平成 19 年４
〜５月に事前調査を，平成 20 年３月に第１
回目の事後調査を，平成 21 年３月に最終の
事後調査を実施した。      
（２）中学生を対象としたプログラム開発と
評価研究 
 プログラムは，文部科学省科学研究費「ラ
イフスキル形成を基礎とする喫煙，飲酒，薬
物乱用防止教育プログラムの短期的評価」
（研究代表者 川畑徹朗，平成 15〜18 年度）
において開発したものを改訂して使用した。
平成 19 年度に１年生用プログラム（全 20 時
間），平成 20 年度に２年生用プログラム（全
14 時間）を実施した。 
 生徒に対する質問紙調査は，平成 19 年４
〜５月に事前調査を，平成 20 年３月に第１
回目の事後調査を，平成 21 年３月に第２回
目の事後調査を実施した。 
 
 各学校の授業担当者によるプロセス評価
の結果によれば，小・中学校ともに，ライフ
スキル教育を受けた児童生徒はもとより，授
業参観，学校だより，家庭における学習活動
などを通じて，ライフスキル教育は保護者に
もなじみ深いものとなり，自分の生き方を考
える時間として定着してきたことが窺えた。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 プログラムの実施，プロセス評価，影響評
価は，全てほぼ予定通りに進行している。た
だし，中学校の LS 教育校１校においては，
学校側の事情によって，２年からのライフス
キル教育の実施が実質的に不可能になった
ため，研究計画の変更をせざるを得なくなっ
た。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 小学校においては２年間の介入研究が終
了したので，３回の質問紙調査の結果に基づ
いて，影響評価を行う。また，LS 教育校の
一部については，中学校進学後もライフスキ
ル教育を継続し，プログラムの長期的有効性
について評価する。加えて，平成 19 年度か
ら 20 年度にかけて実施したプロセス評価の
結果を踏まえてプログラムを改訂し，平成 20
年度より滋賀県大津市において，改訂したプ
ログラムを用いた介入研究のプロセス評価，
影響評価を実施する。 
 中学校においては，LS 教育校において３
年生を対象としたライフスキル教育を継続
し，プロセス評価を行う。また平成 22 年の
３月に，全ての研究対象校の中学校３年生を
対象とした最終の事後調査を実施する。 
 
 

５. 代表的な研究成果 
（研究代表者，研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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